
令和６年１月定例会  滑川市教育委員会会議録 

 

１　開 催 日 時　　令和６年１月26日(金) 午前10時00分～ 

２　開 催 場 所　　本館３階大会議室 

３　委員の定数　　５名 

４　委員の現在数    ５名 

５　出席委員等氏名    山本なつみ　金谷潤子　道音博昭　平田均　上田良美 

６　欠席委員等氏名     

７　説明のため出    事務局長　　　　　　　　　上田博之 

席した者の職　　教育総務課長　　　　　　　椎名千里 

氏名　　　　　　生涯学習・スポーツ課長　　丸山浩征　　　　 

　　　　　　　　　　子ども課長　　　　　　　　牧田優子 

　　　　　　　　　　教育センター所長　　　　　前田利一 

　　　　　　　教育総務課課長補佐　　　　大泉千沙都 

　　　　　　　教育総務課係長　　　　　　荒田雄一郎 

　　　　　　 

８　会議に付した事項 

日程第１　前回会議録の承認について 

 

日程第２　教育長の報告 

 

日程第３　議決事項 

・議案第１号　損害賠償請求事件に関する和解について 

 

日程第４　報告事項 

・卒業証書授与式の出席（案）について 

・入学式の出席（案）について 

・指定学校の変更・区域外就学について 

　　　　　　　　　　 

日程第５　その他 

　・各課より 

　・２月の行事予定 

 

９　会議の要旨 
 

上田教育長 

 

上田教育長 

 

 

それでは、ただいまから１月定例会を開会する。 

 

日程第１　前回会議録の承認について、事前に会議録を送付しているが、こ

れについてご意見、ご質疑等はないか。 

 



 
 

 

上田教育長 

 

上田教育長 

 

上田教育長 

 

上田教育長 

 

 

 

上田教育長 

 

丸山課長 

 

上田教育長 

 

 

 

上田教育長 

 

 

上田教育長 

 

荒田係長 

 

上田教育長 

 

 

 

上田教育長 

 

荒田係長 

 

上田教育長 

(なし) 

 

異議がないので、前回会議録は承認されたものとする。 

 

続いて、日程第２　教育長の報告をする。 

 

（業務経過等について資料に基づき報告） 

 

ただいまの教育長報告について、ご意見、ご質疑等はないか。 

 

（なし） 

 

続いて、日程第３　議決事項について説明願う。 

 

【議案第１号　損害賠償請求事件に関する和解について】 

 

ただいまの説明について、何かご意見、ご質問はないか。 

 

（なし） 

 

議案第１号について意見を求めることについて原案のとおり承認されたもの

とする。 

 

それでは、日程第４　報告事項について説明願う。 

 

【卒業証書授与式の出席（案）について】 

 

ただいまの説明について、何かご意見、ご質問はないか。 

 

（なし） 

 

では、次の報告を説明願う。 

 

【入学式の出席（案）について】 

 

ただいまの説明について、何かご意見、ご質問はないか。 



 
 

 

 

上田教育長 

 

椎名課長 

 

上田教育長 

 

 

 

上田教育長 

 

椎名課長 

 

 

上田教育長 

 

委員 

 

上田教育長 

 

椎名課長 

 

上田教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

椎名課長 

 

（なし） 

 

では、次の報告を説明願う。 

 

（指定学校の変更・区域外就学について） 

 

ただいまの説明について、何かご意見、ご質問はないか。 

 

（なし） 

 

それでは、日程第５　その他について各課から報告願う。 

 

（いじめ重大事態相当についての報告） 

※詳細が複雑なため、資料を事前配布し当日回収とした。 

 

個人情報を含むため、非公開とするがよろしいか。 

 

異議なし。 

 

承認を得られたので、非公開とする。 

 

（いじめの認知についての報告） 

 

いじめの認知については、いじめ防止対策推進委員会の中で再度研修をし

た。研修の話では、「１年生同士の髪の毛を引っ張るような小さい意地悪も

いじめとして認知される。親も「これがなぜいじめなのか」と言われても、

小さいうちから、「つねって痛かったりなど身体的苦痛を与えたらいじめな

んだ」と意識させていくということが大事。低学年のいじめの認知が多けれ

ば多いほどよい」と話をされた。「継続的」や「深刻」というのはかつての

いじめの定義であり、考え方を変えていかなければならない。また、生徒指

導主事からいじめの認知件数をあげすぎると誰が集約して一つ一つ対応をし

ていくのかということを心配もしておられた。認知と対応は別に対応してい

かなければならないこともある。 

 

教職員だけでなく保護者にも、これもいじめだと伝えていかないといけな



 
 

 

 

 

 

山本委員 

 

 

 

 

 

 

金谷委員 

 

 

 

 

 

 

平田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

上田教育長 

 

 

 

 

名課長 

 

上田教育長 

い。いじめをしたから、この子はいけないと人間性を否定するのではなく、

この行為がいじめとなるということを、細かいいじめも含めて保護者にも理

解していただかないと、ただ数だけが増えているのではないということを理

解してもらうことが大切である。 

 

いじめの認知というのは難しい。実際に、人と人がいろいろな競争する中で

切磋琢磨し、けんかしたり仲直りしたりして人間関係を築いていくこともあ

る。その際に傷つく人がいることを理解はできるかもしれないが、相手がど

う思うかで、いじめと受け止められる。いじめの認知は、子どもの人間性を

否定するのではなく、いじめの兆候をチェックすることなんだと、そのよう

にいじめの芽を摘むという程度にしておけばいい。 

 

認知について再認識することは大事だと思う。 

その中で、家庭教育の言葉遣いは今どうなっているのかと、少し雑かなと思

うことがある。子は親のコミュニケーションを真似て、クラスで言うことも

あり、それによって傷つく子もいる。親学びの教室でも、言葉について指導

があればよいのかと。ＰＴＡの総会でも、先生が話し始めているのに、喋り

続けてしっかり聞けない親もいる。 

 

いじめの認知の問題はすごく難しいと思っているが、学校間で認知の件数に

差がありすぎるのではないかと思う。発達段階の配慮も必要であるが、子ど

もたちに、どのようなことがいじめかということを伝えるときに、どのよう

に伝えるのか、そのことでも認知の件数が変わってくるので、学校間できち

んと相談されたらいいのではないか。県から細かいことも全部あげてくださ

い、少ない場合は見逃しているのではないかと言われることもあるが、学校

間でも共通理解を図った方がよい。そのうえで、子どもたちにこれはいじめ

だと伝えることが大事だと思う。 

 

先日の研修で生徒指導主事の先生方にも認知件数の差について伝えた。管理

職にも再度周知していかねばならない。 

 

 

 

（各課からの報告） 

 

ただいまの報告について、何かご意見等があれば。 



 
 

山本委員 

 

椎名課長 

 

 

平田委員 

 

丸山課長 

 

金谷委員 

 

 

 

牧田課長 

 

 

 

 

上田教育長 

 

 

 

上田教育長 

 

荒田係長 

 

 

 

上田教育長 

 

地震で子どもたちの自宅が被災した等の報告はあるか。 

 

子どもたちの自宅が被災したかは把握していないが、地震の時に奥能登にい

た子や、揺れが怖くて心が不安定になっている子はいると伺っている。 

 

令和８年の二十歳の式典について、５月に決まった理由を伺いたい。 

 

雪の影響がなく、集まりやすい時期として５月に決まった。 

 

コロナワクチンの接種は来年度から自費となると聞いているが、子どもにお

いてもインフルエンザワクチンと同様にコロナワクチンの接種も自費なの

か。 

 

インフルエンザワクチンの接種は任意で接種して頂いていて、市として、10

月から１月末まで１回3,000円の補助対象期間としている。コロナワクチンの

接種については、乳幼児接種と小児接種ともに国の施策で３月末まで無料で

接種が受けられる。 

 

他に、何かご意見等があれば。 

 

（なし） 

 

最後に２月の行事予定について説明願う。 

 

（２月行事予定について説明） 

 

（次回の定例会の開催を２月26日（月）午後２時00分に決定） 

 

以上で本日の日程は全て終了した。これで教育委員会１月定例会を閉会す

る。


